
附属学校における食に関する調査

渡辺誓代

１，調査の目的

発達段階による食の課題や幼児期の偏食の変化を知ることで、幼稚園で行う食育の参考とする。

２，調査の対象と人数

Ｋ大学教育学部附属学校 (人）

３、実施時期と回収方法

・２００６年７月に実施した。

・児童、生徒は学校で実施し、その場で回収した。

・保護者については、各学校の実態に合わせて回収した。小・中学校は家庭に持ち帰り記入し

てもらい回収した。高校は、個人懇談で保護者が来校した際に記入してもらい、回収した。

結果

（１）保護者対象アンケート

①お子ざんは幼児期に好き嫌いがありましたか

４、

幼児期の好き嫌い

高２

鬮多かつた

圏４～Ｓ品

□ほとんどなかった

團なかった

■覚えていない

中２

小ら ０

小２
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＊小・中学生については、同様の割合であった。高校生では、「好き嫌いが多かった」と

答えた者が少なかったが、幼児期から時間がたっているためかもしれない。
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②好き嫌いをなくすために幼児期にⅢ大したことがありますか（すききらいが４品以上あった者）

幼児期に行った工夫
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＊「褒める｣、「好きなものと一緒に食べさせる｣、「細かくする」が多かった。「特にやっていな

い」と答えた人は少なかったので、何とか食べぎせようと努力していたことが分かる。

③幼児期の好き嫌いは現在どうなっていますか（好き嫌いが４品以上あった者）

現在の好き嫌い
＊学年が上がるごとに、

食べられるようになっ

た割合が増えている。

「－部食べられるも含

める」と、小学２年生で

９割以上が食べられる

ようになっている。

鬮食べるようになった

高２ □－部食べられるように
なった

□まだ全部嫌い中２

圖食くさせていない

■好き嫌いが増えた

鬮他

小５

小２
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④まだ好き嫌いがある人は、なおしたいと思いますか

＊「なおしたい」と答え

た人は､学年が上がるご

とに、減っている。年齢

が低いほど､好き嫌いを

なおして､食べさせたい

という意識が高い｡学年

が上がり、徐々に食べら

れるようになった経験

も増え、いずれなおるだ

ろうとの考えを持つの

ではないか。

好き嫌いをなおしたいか

鬮なおしたい

高２

□似たものが食べられた

らよい

□なおさなくても良い
中２

小５ 團いずれなおるので今は
このまま

■考えたことがない
小２

鬮他
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⑤幼児期に特に気をつけていたことは、何ですか（複数回答可）

⑥現在特に気をつけていることは何ですか（複数回答可）

⑤、⑥は同様の項目を提示し、複数回答可とした。

幼児期に特に気をつけていたこと
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＊幼児期の食の留意点は､学年ごとの違いはあまりなかった。「朝食を食ぺる」「バランスよく」「安

全な食品」「いただきますを言う」等は幼児期の親の意識として普遍なものかもしれない。現在の

留意点になると、「いただきますを言う」には学年による差があり、学年が低い方が高かった。

＊「食べる姿勢」は幼児期よりも小学校の方が高くなっている。
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⑦現在、お子=んの食に関して気になることはありますか（多い人は３項目まで）

現在気になっていること(上位3項目まで）
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＊「家族と食べる時間が合わない」については、中学・高校で高かった。この時期には、部活動や

習い事などで、夕食の時間が家族とずれる生活パターンの生徒が多いのだろう。小学生では圧倒

的に「食べる姿勢がよくない」が多かった。また、「食べ過ぎる」よりも「食が細い」の方が多か

った。「弁当を嫌がる」はどの学年でもほとんどなかった。

（２）児童・生徒対象アンケート

男女別内訳 (人）

高校では、下宿の者が８人（男児６人、女児２人）いた。

①食べることを楽しいと思いますか（グラフ中の人数は実数）

食べることが楽しいですか？
＊「あまり楽しくない」と

答えた者はごく少数であっ

たが、「考えたことがない」

という回答が小・中学校で

多かった。高校では「考え

たことがない」は１割程度

だった。
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○食べるのが楽しいかどうかと他の４項目との関連を調ぺてみた。

以下は、学年ごとに「楽しい群」と「それ以外の群」に分けて、比較したものである。

グラフ中の人数は実数である。

＊「楽しい以外群」の

方が､朝食を毎曰食べ

る割合が少ない。特に

小学５年と中学２年

でその傾向が見られ

た。小学５年では朝食

をほとんど食べない

者１２人のうち、１０

人が「楽しい以外群」

の回答であった。

食べるのが楽しいかどうかとの関連(手伝い）

＊「楽しい群」の方

が手伝いを多くし

ていることがわか

った。また、手伝い

を何もしない者は

少なかった。

園７以上

團４～６

ｐ１～３

国手伝いしない

0％２０％４０％６０％８０％１００％

＊学年ごとに見ると、

「楽しい群」の方が

「いただきますをい

つも言う」者が多かっ

た。特に中学２年で

は、「楽しい以外群」

の６割は時々もしく

はほとんど「いただき

ます」を言わないこと

が分かった。
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＊好き嫌いの変化

については、あまり

差が見られなかっ

た。

＊「朝食」「手伝い」「いただきます」について、楽しい群と楽しい以外群に差が見られた。

②朝食（主食とおかず）は毎日食べていますか

朝食は毎日食べるか
＊「毎曰食ぺる」が多

かった。しかし、小学

５年生では、３割程が

毎日は食べていない。

「ほとんど食べない」

者も小学５年生で１２

人もいた。
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■週に５～６回

□週にＳ～４回

□週に1～２回

圖ほとんど食べない
小Ｓ女

小ら男

0％２０％４０％６０％８０％１００％

③家庭で作ったお弁当を持ってきていますか

＊小学生では、ほぼ全員

が手作り弁当を持参し

ている｡学年が上がるご

とに､毎曰持参している

割合は減るが､高校生で

も７割が毎日持参して

いる。
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④手作りのお弁当は好きですか

弁当が好きか
＊「好き」が多かった。

中２男児では、「考えた

ことがない」という意見

も３割ほどいた。
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⑤よくしている食事の手伝いは何ですか（複数回答可）

曰頃やっている食事の手伝い
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＊どの学年も調理以外の手伝いが多かった。小学５年女児では、調理への興味関心が高く、調理

の手伝いも多い。時間的にも手伝いができる時期なのではないか。
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⑥食事のことで、おうちの人によく言われることは何ですか（多い人は３項目まで）

家族からよく言われること
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＊「姿勢よく」が多かった。保護者アンケートとも合致する。「野菜を食べる」「よく噛む」は学年

が上がることに減っている。「何も言われない」は高校で高く、気になることが減ることと、時間

が合わないことが原因と考えられる。

学年･男女別現在の課題
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＊上のグラフは、保護者アンケートの中で「現在気になっていること」の一部である。男女別に

してみると、「姿勢」が気になるのは男児にやや多く、「手伝いをしないこと」が気になるのは、女

児に多い傾向であった。児童・生徒のアンケート結果と合致する。気になることは、期待すること

ともとれ、‘性差があるものもあったということである。
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⑦食事の時に「いただきます」などを言いますか

＊「いつも言う」

は中学生で５割程

度であった。高校

生では、それより

やや多いが、６割

以下である。何も

言わずに食べ始め

ている。一人で食

事をしている者も

多いのかもしれな

いｏ

⑧幼児期や低学年の頃の好き嫌いは現在どうなっていますか（好き嫌いがあった者）

幼児｡低学年の頃のすききらいがどう変化したか
＊学年ごとに変化

することは顕著に

は見られなかっ

た。嫌いなものを

食べようとする

か、嫌いなものは

嫌いでよいとする

かの考え方の違い

かもしれない。
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⑨食べられるようになったきっかけは何ですか（食べられるようになった者）（複数回答可）

嫌いだったものを食べられるようになったきっかけ
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「自然に」が多かった。「自然に」や「食べみたらおいしかった」などは、嫌いなものでも食卓に
上げるなど遠ざけてしまわないことが必要である。

家庭内だけでなく、友達や学校での食の経験も好き嫌い解消のきっかけになっている。

＊

＊

⑩幼稚園、保育所の頃の昼食は好きでしたか（人数）

＊どの学年、′性別でも「お

弁当が好き」という意見が

圧倒的に多かった。給食は

嫌いという意見も見られ

た。

５、考察

＊保護者アンケート結果からすると、好き嫌いは、徐々に減っていき、食べられるものが増えてい

く。幼児期に無理に食べきせるよりも、食べられた時に褒めること、食べられる環境や雰囲気を
作ることの方が大切である。

＊好き嫌いをなおしたいという保護者の意識も学年が上がるごとに低くなっていた。中学校から高

校になると、家族との食事時間が合わないという者も増えて、保護者も気になることを話す機会

が減ってしまうようだ。子どもの生活時間の問題でもある。注意をしたり、会話をしたり、手伝
いをしたりする機会は小学校までに十分とる必要がある。

－１６０－

おヂ:当だった 給食があった

好き 嫌い 好き 嫌い

小Ｓ男 3３ １ 1１ ６

小Ｓ女 2５ ０ 1８ ３

に .２男 3８ ８ 2４ 1０

Ｅ .２女 3９ １ 2７ ７

高２男 2３ １ 3２ ３

高2女 1８ ２ 1５ ８
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児童・生徒へのアンケート結果で一番意外だったのは、食べることが楽しいと答えなかった者が

多かったことである｡他の食習慣を調べると、「朝食の摂取」「手伝いの数」「いただきますを言う

か」の点で関連があった。楽しいと感じられない要因がこの点にあると思われる。幼児期からの

食の楽しきの経験により、朝食の摂取や手伝いの積極性、食への感謝の気持ちが高まるのではな

いだろうか。別の観点からすると、「楽しい」のとらえ方の違いも考えられる。現代は楽しいもの

や刺激の多いものが豊富に揃っており、「食べる」という行為を楽しいとは捉えていないのかもし
れない。

全国調査によると、朝食を摂らない者は小学５年生で約４％である。今回の結果では、５年生

で１０％を超える者が朝食をほとんど食べないと回答していた｡母集団の人数が少ないとはいえ、
これは健康な生活・発育の点で問題である。

附属学校園では、給食がなく、弁当を持参する生活が習慣化している。保護者はマンネリや偏り

を気にしているが、児童・生徒は「弁当が好き」という意見が圧倒的に多かった。また、幼児期

の弁当が好きだったという意見も多かった。幼児期の弁当に対する好ましい印象がずっと続いて

いるということである｡保護者が心を込めて作った弁当が子どもの心にも通じていると思われる。

手伝いは食べる行為そのものではないが、食への関心や感謝の気持ちを育てるものであり、是非

参加させたい。いずれ、自分で調理するようになるので、楽しい経験をさせたいところである。

特に小学５年生の女子では、手伝いを多くしており、この時期までに保護者が余裕を持って、手

伝いを奨励し、褒めることでその後の食生活が変わるのではないか。

食べる姿勢について注意される者が多かった｡姿勢は食だけでなく、学習や運動にも関連がある。

幼児期からの習慣化と、姿勢を支える筋力やバランスを身につけさせる必要がある。

「いただきます」は食への感謝の気持ちの現れであり、マナーである。感謝して楽しく食べるた

めに､その意味も含め幼児期から習`慣化させたい｡幼児とともに食べる周囲の者がモデルとなり、

手を合わせて心を込めて食べるようにしたい。

好き嫌いの変化は、保護者アンケートと若干異なったが、どうしても食べられないものが１～２

品あっても、同じ食品群の他の食べ物を食べることなどで補える。食品を選択する力を徐々に０

けていければよいのではないだろうか。

アンケートに多数の保護者が協力してくれた。食は関心の高いものであり、生きるために不可欠

なものだからであろう。食生活・食育は家庭が基本であるが、集団での食育のよざも活かしなが

ら、家庭とともに子供の健康を支援していきたい。

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊
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